
英語学び方講習会

2026/4/7～8
名古屋大学生協



本日の内容

第1部 英語学習ガイダンス
• 英語を学ぶ目的
• 名古屋大学における英語学習

第２部 教材別学び方講習会
• A 語学辞書コンテンツ
• B TOEFLスターターキット



第1部
英語学習ガイダンス



名古屋大学のNextビジョン2027と戦略
高大接続から大学院、学び直しまでシームレスに紡ぐ国際通用性のある教育・人材育成

名古屋大学における英語学習

アカデミック・イングリッシュ支援室（通称 AccESS）
■ 英語（サバイバル・基礎・コミュニケーション）「Academic Express 3」
■ 英語（中級） 「ぎゅっとe」 ■ 英語（上級） 「eFACE」 ■ 英語（セミナー）
「eLEC」

⇒英語を学ぶための支援

留学支援室
■ 交換留学
■ 海外研修を含む教養科目
■ 名大生のための海外特別研修
■ 協定校などが実施する短期研修

⇒英語を使って学ぶための支援（一部語学留学を含む）
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皆さんは、
英語を勉強したいですか？

やりたくはないけど、
やらないといけないと思っている
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皆さんは、

「なぜ」英語を勉強したいですか？

（または、なぜ勉強をしないといけないと
思っていますか？）



高校と大学の違い

高校まで 大学

「受験」が英語学習の
主な目的

勉強方法も大体同じ

人により目的は異なる
目的が異なるので
勉強方法も異なる



高校と大学の違い

学習の目的 学習方法

受験勉強 ＊文法・リーディング
＊リスニング

大学での英語学習 目的により
＊文法・リーディング
＊リスニング
＊スピーキング
＊コミュニケーション



主な「英語学習」の目的

これらはあくまで、「一般論」です。
大事なのは、皆さん1人1人が、何のために学習をするのかを考え、
その目的の達成のためにあった学習方法を見つけることです。

英語学習の目的 必要な学習

大学院進学 TOEFLやTOEIC等の外部試験のスコアの提出が必要

就職活動
（社会的なスキルとして）

TOEICのスコア＝客観的に評価基準になります。
英語コミュニケーションや海外体験なども重要な要素に。

留学をしたい／海外に移住したい・
海外で働きたい 等

iELTSやTOEFL等、留学要件として必要なスコアの取得／コミュニケー
ションやスピーキングの学習 等

映画や小説、歌などを楽しみたい／
旅行の時に活かしたい

リスニング・映画鑑賞やスピーキングなど、「楽しく」学べる学習が必要。
洋書の小説などを読んでみるのも



名古屋大学生協の英語学習支援事業
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＜書籍事業＞
TOEICやTOEFLの学習参考書の販売

＜グローバルキャリア事業＞
留学支援・海外体験企画の実施

＜資格取得＞
TOEICやTOEFLの受付

＜英語学習教材の販売＞

皆さんの英語学習を支援する事業を行っています。



英語の資格試験

TOEIC (Test of English for 
International Communication)

TOEFL (Test of English as a 
Foreign Language)

IELTS (International English 
Language Testing System)

主な目的

ビジネスや日常生活での英語コミュニ
ケーション能力測定。主に就職・転職活
動や企業の昇進・異動などで利用され
る。

アカデミック（学術）な環境での英語運
用能力測定。主にアメリカやカナダへの
留学・大学入学で利用される。

アカデミック・ジェネラルな英語運用
能力測定。主にイギリス、オーストラ
リア、ニュージーランドなどへの留
学・移住で利用される。

試験内容

 Listening & Reading (L&R): 
聞く・読む力  Speaking & 

Writing (S&W): 話す・書く力 
※ L&Rが最も一般的。

 Reading,  Listening,  
Speaking, Writingの4技能を

測定。

 Reading,  Listening,  
Speaking, Writingの4技能

を測定。

試験形式
L&Rはマークシート方式。S&Wはコン
ピュータに音声を録音・タイプ入力。

コンピュータ方式（iBT）。音声認識やタ
イピングで解答。

コンピュータ方式とペーパー方式を
選べる。スピーキングは面接官との
対面形式。

出題傾向
オフィスや日常生活を想定した問題。
ビジネスメール、アナウンスなど。

大学の講義やキャンパス内での会話を
想定した学術的な内容。

学術的な内容に加えて、海外での生
活や移住に関わる一般的な内容も出
題される。

使われる英語 アメリカ英語が中心。 アメリカ英語が中心。 イギリス英語とアメリカ英語が混在。

評価方法
スコア形式。L&Rは10～990点。
S&Wは0～200点。

スコア形式。合計120点満点。
バンドスコア形式。
1.0～9.0の0.5刻み。

TOEIC (Test of English for 
International Communication)

TOEFL (Test of English as a 
Foreign Language)

IELTS (International English 
Language Testing System)

主な目的

ビジネスや日常生活での英語コミュニ
ケーション能力測定。主に就職・転職活
動や企業の昇進・異動などで利用され
る。

アカデミック（学術）な環境での英語運
用能力測定。主にアメリカやカナダへの
留学・大学入学で利用される。

アカデミック・ジェネラルな英語運用
能力測定。主にイギリス、オーストラ
リア、ニュージーランドなどへの留
学・移住で利用される。

試験内容

 Listening & Reading (L&R): 
聞く・読む力  Speaking & 

Writing (S&W): 話す・書く力 
※ L&Rが最も一般的。

 Reading,  Listening,  
Speaking, Writingの4技能を

測定。

 Reading,  Listening,  
Speaking, Writingの4技能

を測定。

試験形式
L&Rはマークシート方式。S&Wはコン
ピュータに音声を録音・タイプ入力。

コンピュータ方式（iBT）。音声認識やタ
イピングで解答。

コンピュータ方式とペーパー方式を
選べる。スピーキングは面接官との
対面形式。

出題傾向
オフィスや日常生活を想定した問題。
ビジネスメール、アナウンスなど。

大学の講義やキャンパス内での会話を
想定した学術的な内容。

学術的な内容に加えて、海外での生
活や移住に関わる一般的な内容も出
題される。

使われる英語 アメリカ英語が中心。 アメリカ英語が中心。 イギリス英語とアメリカ英語が混在。

評価方法
スコア形式。L&Rは10～990点。
S&Wは0～200点。

スコア形式。合計120点満点。
バンドスコア形式。
1.0～9.0の0.5刻み。

それぞれの資格の「目的」のところを
知っておいてください。



TOEFL

テスト形式 特徴 学習ポイント

ITP ペーパー試験 基本的な文法や語彙セクションあり。

長文は学術的な内容が多い。
アカデミックな語彙力
が必要。速読力も必要。

iBT PC（キーボード入力で
回答・ヘッドセット

必要）

スピーキングテスト・ライティング
テストあり。試験時間は3時間を超え

る。

英語を使って表現・発
信する力を養う必要が
ある

TOEIC
テスト形式 特徴 学習ポイント

公開 ペーパー試験 公式認定証が発行される。

IP ペーパーテストと
オンライン試験の
2種類がある

公式認定証が発行されない。 過去問の再利用が

中心。

英語の資格試験



名大における大学院入試

研究科名 英語要件の傾向

経済学研究科
TOEIC：590点以上 TOEFL-PBT：500点以上 TOEFL-iBT：61点以上  
TOEFL-CBT：173点以上

工学研究科 TOEIC L&R、TOEFL-iBTのいずれかの提出が必要。点数は公表されていない。

環境学研究科 TOEIC L&R、TOEFL-iBT、IELTSのいずれかのスコア提出が必要。

理学研究科 TOEICまたはTOEFLのスコア提出が必要

情報学研究科 TOEFL-iBT、IELTSのスコア提出が必要。

ほとんどの大学院入試において、TOEFL・TOEIC・iELTSのいずれかのスコアシートが必要になります。
必要スコアは公表をされていないことが多いです。

この情報は、あくまで現時点での情報です。大学院入試を考えている方は必ずご自身で必要
な要件をご確認ください。



名大における留学

大学の交換留学などのプログラムでは、一定のスコアが必要なケースがあります。
また、TOEICやTOEFLではなく、IELTSが必要な場合もあります。

留学はお金も準備も必要なため、興味がある方は、今のうちから
情報収集をしたり、英語の勉強を始めることをお勧めします。

留学の種類 英語要件の傾向

交換留学 TOEFL-iBT、iELTS（渡航先により異なる／TOEFL 80点以上/IEL

短期留学 一部のプログラムではスコアの提出が必要な場合があります。

学科が実施する短期
派遣留学等

一部のプログラムではスコアの提出が必要な場合があります。



1年 2年 3年 4年～

夏休み 春休み 夏休み 春休み 夏休み 春休み 夏休み 春休み

チャ
ンス チャ

ンス

チャ
ンス

チャ
ンス

運転免許取得

アルバイト

部活・サークル

ゼミ・研究室

インター
ンシップ

実習

講座(公務員)

就活
卒業
旅行

卒論
発表

早めの一歩が次の一歩のきっかけに
×

やらなければいけないことがどんどん増えてくる・・・



在学中に【海外体験】チャレンジを！

大学生活は意外と短い！？

大学4年間
＝1,460日しかない

早めの体験で
【次】のチャレンジへ

大学生活は意外と短く、自分でまとまった時間がとれるのは、１年生の夏だと思います。
ぜひ早めにチャレンジして視野を拡げて貴重な体験をしてほしいと思います。

大学生協オリジナルプログラム参加者

●コミュニケーションとしての英語力
●異文化を理解する力

を身につけておくことが重要



留学の特徴

短期留学 長期留学

期間 ２週間～８週間 ９週間以上

特徴
異文化体験

ヒアリング、スピーキング
が向上

本格的に語学力が身に着く
異文化理解

費用
現地費用含む

１ヶ月で約８０万円 １年間で約５５０万円

時期 大学の夏休みや春休み
通年いつでも出発
一定期間の休学が必要



改めて 英語を学習する目的は？？

就職活動のため？単位取得（試験）のため？
留学がしたいから？
将来海外で働きたい（住みたい）から？

TOEICの「スコア」が欲しいのか？
英語を話す「体験」を得たいのか？
英語ができるようになることで得られる「キャリア」が欲しいのか？
英語を使うことで得られる学び
（英語を勉強することが目的ではなく、英語を使って勉強することが目的）なのか。



どんな目的であっても共通すること

「一朝一夕」ではできない。
＊語学は「習慣化」することで見につく

必要に迫られた時（院試対策／就活のスタート）

では間に合わない
＊同様に、留学も「お金」と「語学力」などの準備

が必要。

「4年間」を見据えた準備と情報収集を
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皆さんは、

「なぜ」英語を勉強したいですか？

今の時点で、目的が固まっていない人は、
本日の講習会を、4年間の中で何がしたい
のかを考えるきっかけにしてください。



各種支援・情報収集の仕方

大学 生協

英語学習・資格取得 AE支援室 南部書籍・ブックスフロンテ（テキスト・
教材の購入、TOEIC試験の受験申込受付等）

留学 留学支援室
（各種ガイダンス等あり）

北部旅行センター
（不定期：相談会・説明会等を実施）
※お気軽にご相談にお越しください。

「4年間」を見据えた準備と情報収集を
情報収集が早ければ早いほど選択肢は増えます。



ご紹介

●初めての語学留学説明会
【説明会内容】
・語学留学の基礎知識
・大学生協が企画する海外プログラムのご紹介
【日時】
① 4月15日（水）15:00～15:45
② 4月22日（水）15:00～15:45
※①②の内容は同じです。ご都合の良い日にご参加いただけます。
【場所】生協南部食堂2階 彩

事前予約制です。ご参加申し込みは下記よりどうぞ。

英語学習も留学も「時間」がかかります。

まずは情報収集を。



ご紹介

新入生限定 Online異文化交流inフィリピン

Point1 渡航せずに気軽に海外を体験できるオンラインプログラム

Point2 他大学やの同世代の仲間とつながり、一緒にチャレンジできる！
Point3 事前学習や目標設定・振り返りで

成長の見える化＝次のチャレンジの一歩となる
英語が話せないもどかしさとともに
諦めない気持ちが持てた(2024年参加者)

積極的に英語を使うことができて
いい機会でした！(2024年参加者)

将来長期留学を検討しています。
この体験を生かしたい。(2024年参加者)

お申込みは教材をご購入いただいた
ECサイト または 店頭にて

お受付いたします。



ご紹介

新入生限定メルボルン異文化体験ツアー

昨年は全国102名の方が体験されました！

体験

出会い 初体験

語学留学プチ体験&独自アクティビティ

他大学の同級生や現地の方との交流 仲間と一緒&海外旅行保険付帯&現地サポート



第１部は以上となります。

この後、教材別の第2部に移ります。

選択された教材の会場に移動をお願い致します。
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